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第２回鳥取大学地域学研究大会　講演・シンポジウム「地域学への期待と課題」 53地域学論集 第８巻第３号(2012) 
もありがとうございました。それでは、閉会に当たりまして、藤井正地域学研究会副会長より、御
挨拶を申し上げたいと思います。
■藤井 それでは藤井の方から簡単に、最後の御挨拶をさせていただきたいと思います。
閉会挨拶 
 まず、中村先生、栗原先生、刺激的な、また含蓄のあるお話をまことにありがとうございました。
従来の大学や学会の枠にとらわれないお仕事、それはもちろん、先生方の御研究を基礎としたもの
であるという点も含めて、すごく我々は共感をさせてもらいました。意を強くして、地域学、地域
学部という方向性について考えていけるのではないかと思っております。
 また、御来場の皆様方、長い間、長時間にわたりまして最後まで御参加いただきまして、本当に
ありがとうございました。
 実は我々地域学部も、先ほど少し話が出ましたけれども、新しい次のステップアップのプロジェ
クトを準備しているところであります。それは地域学という学際研究という点はもちろんですけれ
ども、地域の現場の課題に関する実践研究、それから、それらの研究に基づいて学生教育を地域の
中で、地域の方と連携しながら進めることができないかというプロジェクトであります。何度か今
のお話でも出てきましたけれども、大学はやっぱりキャンパスの中におさまっていた、システム自
体がそういうふうにできているものでもありますので、いろいろとぶつかる点もあるのですけれど
も、これからのあり方を考えるために、これを地域の皆さんと共同で、先ほどの栗原先生のお話で
は経験知というものも考えながら、これからの日本社会の基礎となるような地域の研究、それから
地域を支えていく地域の中での人材育成を展開していけたらと考えております。その際に、今日い
ろいろ御指導いただきましたお話も受けながら、進めていきたいと思っております。
 それでは最後に、もう一度、この深い議論と学びの場を御提供いただきました、中村先生、栗原
先生に御礼を申し上げたいと思います。どうもありがとうございました。（拍手）
■福田（司会） 以上をもちまして、第２回地域学研究大会を終了させていただきます。
 皆様、本日は本当に長い時間、御参加いただきまして、ありがとうございました。もう暗くなっ
ておりますし、気候も寒くなってまいりましたので、どうぞお気をつけてお帰りください。また、
皆様にぜひともアンケートに答えていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。
 本日は本当にありがとうございました。（拍手）
